
本県の対応について

（１）家きん飼養農場等への緊急立入調査

① 本病の疑似患畜の確認についての情報提供

② 飼養する家きんの異常の有無を確認

③ 野鳥の侵入防止、消毒実施等の防疫対策を再徹底するよう指導

④ 異常があれば、直ちに家畜保健衛生所へ通報するよう要請

（２）家きん飼養農場を対象とした緊急消毒

100羽以上を飼養する家きん飼養農場、その他家畜防疫員が必要と判断した農場を

対象に消毒を実施

（３）監視体制の堅持

モニタリング検査及び報告徴求等を継続実施し、監視体制を堅持

①モニタリング検査

本県の対象農場 国の基準

定点モニタリング検査 対象：現行(13農場)＋その他 対象：3農場/家保

効果的なﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞのため 1農場

３鶏種毎から(採卵､ﾌﾞﾛｲ 戸数：14農場 戸数：12農場

ﾗｰ､その他)１農場選定 頻度：月１回 頻度：月１回

強化モニタリング検査 対象：100羽以上全家きん飼 対象：100羽以上全家きん飼養

養農場 農場より抽出

戸数：106農場 戸数：最大約30農場

頻度：年２回 頻度：年１回

②報告徴求

本県の対応 国の基準

報告徴求 対象：100羽以上の家きん飼養農場 対象：100羽以上の家きん飼養農場

頻度：毎月１回死亡状況を報告 頻度：毎月１回死亡状況を報告

（現在、監視体制強化中であり、

週1回実施：韓国発生後）

(４）飼養羽数100羽未満の飼養者（学校等を含む）への対応

適宜相談に応じるとともに、異常があった場合は立入調査により監視体制を堅持



（５）風評被害対策並びに相談窓口の設置

高病原性鳥インフルエンザに関する相談窓口と、鶏卵、鶏肉の安全性に関する相談窓

口の連絡先を県のホームページに掲載

参考）県内飼養状況

区分 戸数 羽数

（100羽以上飼養農場） （H22.2.1時点）

採卵鶏 ６２ ２，４８１，３９０

肉用鶏 ５６ １，５３１，７７７

合 計 １１８ ４，０１３，１６７

畜産振興課調べ


